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いわき市農業委員会だより 第185号（2）2020年（令和２年）４月1日

令
和
元
年
度
い
わ
き
市
農
林
業
賞
受
賞
者
決
定

令
和
元
年
度
い
わ
き
市
農
林
業
賞
受
賞
者
決
定

　去
る
2
月
7
日
（
金
）
に
、
い
わ
き
市
の
農
林
業
の
発
展
等
に
顕
著
な
実
績
を
あ
げ

ら
れ
た
農
林
業
者
等
を
表
彰
す
る
「
い
わ
き
市
農
林
業
賞
」
の
令
和
元
年
度
表
彰
式
が

ク
レ
ー
ル
コ
ー
ト（
内
郷
綴
町
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

個人・団体の部（団体）

あかい菜園株式会社
（平成19年12月設立）

青年の部

箱﨑 寿正さん（45歳）
平菅波

貢献の部

北林 由布子さん（49歳）
職業：イタリアンカフェダイニング「La Stanza」

オーナーシェフ

貢献の部

吉野 康平さん（39歳）
職業：中華料理　華正樓　料理長

受賞受賞受賞受賞

受賞受賞受賞受賞

審
査
の
講
評

市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

第
36
回
情
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

　第
36
回
福
島
県
農
業
委
員
会
情

報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

「
い
わ
き
市
農
業
委
員
会
だ
よ

り
」
1
8
3
号
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
7
年
ぶ
り
7
度
目
の

こ
と
で
す
。

　そ
の
表
彰
式
が
去
る
1
月
15
日

に
福
島
市
で
行
わ
れ
、

草
野
庄
一
会
長
と
私

（
蛭
田
元
起
）
が
出

席
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
鈴
木
理

県
農
業
会
議
会
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
の

盾
を
授
与
さ
れ
、
ま

た
、
1
8
3
号
を
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
す
る
と
の
報
告
も
あ
り
、
二
重
の
喜
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　

（
執
筆 

蛭
田

元
起 

編
集
委
員
長
）

　年
４
回
の
発
行
で
、
そ
の
時
期
に
お
知
ら
せ
し
た
い
情

報
が
提
供
で
き
て
い
る
点
が
最
も
評
価
で
き
る
。
消
費
税

の
改
正
に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
の
特
集
や
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
月
間
」
や
「
耕
作
放
棄
地
対
策
」
、
「
が
ん
ば

る
農
業
者
あ
の
人
こ
の
人
」
な
ど
内
容
が
豊
富
。
写
真
の

使
い
方
や
委
員
の
執
筆
割
合
が
高
い
の
も
良
い
。

受賞受賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

▲受賞した183号 表彰式の様子



いわき市農業委員会だより（3）第185号 2020年（令和２年）４月1日

農
地
調
査
係

お
問
合
わ
せ

☎
（
2
2
）7
5
7
4

　
去
る
1
月
27
日
、
我
々
農
業
委
員
会
だ
よ
り

編
集
委
員
は
、
全
国
農
業
会
議
所
へ
研
修
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
新
聞
編
集
部
の
阿
久
津

部
長
を
は
じ
め
、
情
報
事
業
本
部
兼
新
聞
業
務

部
の
黒
谷
部
長
、
整
理
担
当
部
長
の
碓
氷
部
長

の
3
名
の
方
々
が
講
師
と
し
て
話
を
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
全
国
共
通
の
課
題
と
し
て
耕
作
放

棄
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
よ
り
、
将
来
的
に
は
外
国
人

就
労
者
に
頼
る
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
中
で

人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
、
地
域
と
担
い
手
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
事
。

耕
作
放
棄
は
耕
作
者
、
農
業
従
事
者
、
地
域
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　
次
に
、
碓
氷
部
長
が
編
集
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

用
い
て
取
材
の
仕
方
や
記
事
の
書
き
方
な
ど
を

レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
被
写
体
の

撮
り
方
や
読
む
人
が
興
味
を
持
つ
よ
う
な
見
出

し
の
作
り
方
、
人
物

が
映
り
込
む
写
真
を

使
う
場
合
等
の
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
個
人

情
報
の
扱
い
方
な
ど

参
考
に
な
る
こ
と
を

多
く
聞
け
ま
し
た
。

　
貴
重
で
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会

（
会
長

草
野
庄
一
農
業
委

員
会
長
）
で
は
、
県
が
策

定
し
た
「
遊
休
農
地
等
保

全
対
策
支
援
事
業
」
の
取

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
四
倉
地
区
と
田

人
地
区
で
、
約
1
0,
0
0
0

㎡
の
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の

事
業
計
画
を
採
択
し
ま
し
た
。

遊
休
農
地
の
発
生
は
、
農
業
生
産

効
率
を
低
下
さ
せ
る
ば
か
り
か
、
獣
害

被
害
の
拡
大
な
ど
、
地
域
活
性
化
を
阻
害
す

る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
遊
休
農
地
等
保
全
対
策
支
援
事
業
」
の
活

用
で
、
少
し
で
も
遊
休
農
地
の
解
消
を
図
れ

る
よ
う
本
年
度
も
引
続
き
事
業
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　
〇
交
付
金
対
象
農
地

　
　
１
号
、
２
号
遊
休
農
地

　
〇
交
付
金
の
額

　
　
10
a
あ
た
り
３
万
円
（
定
額
）

　
10
a
あ
た
り
事
業
費
の
1
/
2
で     

　

　
　
10
万
円
を
上
限
（
定
率
）

　
〇
そ
の
他

　
　
保
全
対
策
を
行
う
も
の
が
、
当
該
農
地

　
を
荒
廃
さ
せ
た
原
因
者
で
な
い
こ
と
や
、

　
再
生
後
の
農
地
利
用
に
つ
い
て
要
件
が
あ

　
り
ま
す
。
本
年
度
の
申
請
に
は
、
期
限
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
実
施
を
検
討
さ
れ

　
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に
お
問
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

視
察
研
修
実
施
報
告

視
察
研
修
実
施
報
告

視
察
研
修
実
施
報
告

耕作放棄地
対策事業

募
集

（
執
筆
　
和
田

正
人
　
委
員
）

：

【お問合わせ】　農地審査係　☎（22）7578【お問合わせ】　農地審査係　☎（22）7578

手続きをせずに農地転用をすると農地法違反となります

その場合、農地所有者や事業者が是正指導、原状回復命令を受けることや罰則（※1）が科される
ことがあります。
　（※1）懲役刑（3年以下）または罰金刑（個人の場合300万円以下、法人の場合1億円以下）

○農地を農地以外の用途に使う場合は、農地転用の許可または届出が必要です

○農地の形状を変えて営農しやすくする工事をする場合は、農地改良工事の届出が必要です
○農地転用の計画がある場合は、事前に農業委員会事務局までご相談ください

・駐車場　　・資材置場　　・残土置場　　・作業場　　・植林
・倉庫　　　・事務所　　　・住宅　　　　・通路　　など

転 用 の 例

無 断 転 用 は い け ま せ ん無 断 転 用 は い け ま せ ん

　農地転用とは、農地を耕作できない状態にすることで、休耕中の農地に雑草が生えないように
砕石を敷く等の行為も転用にあたります。



今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

田子　仁一さん（68歳）
　　　典子さん（62歳）

泉町

いわき市農業委員会だより 第185号（4）2020年（令和２年）４月1日

　今
号
の
表
紙
は
、
農
業
委
員
で
も
あ
る
小

泉
昌
男
さ
ん
の
水
稲
の
苗
代
の
写
真
を
取
り

上
げ
て
み
ま
し
た
。

　毎
年
苗
づ
く
り
の
始
ま
る
四
月
に
な
る
と
、

常
磐
西
郷
地
区
に
白
い
被
覆
で
列
が
で
き
て

い
き
ま
す
。
そ
の
下
で
、
春
の
暖
か
な
熱
を

受
け
、
苗
は
す
く
す
く
と
成
長
し
ま
す
。

　五
月
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
覆
い
が
は
が
さ

れ
、
緑
の
列
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　現
在
の
水
稲
の
苗
づ
く
り
は
ハ
ウ
ス
育
苗

が
主
流
で
あ
り
、
水
田
で
の
育
苗
は
な
か
な

か
珍
し
い
風
景
で
す
。

　農
家
の
言
葉
で
「
苗
半
作
」
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
苗
の
出
来
で
そ
の
後
の
生
育
や
最

終
的
な
収
量
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う

意
味
で
、
苗
づ

く
り
の
大
切
さ

を
現
し
た
言
葉

で
す
。

　い
い
苗
が
で

き
、
豊
か
な
実

り
の
秋
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で

す
。

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

（
撮
影
・
執
筆

　
遠
藤

重
和

　委員
）

（
撮
影
・
執
筆

　箱
﨑

寿
正

　委
員
）



畔 ぬ り

いわき市農業委員会だより（5）第185号 2020年（令和２年）４月1日

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.44
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情

報の収集・提供を行っています。売買・貸借

等の意向がある方は、是非ご相談ください。

　ご覧になって、詳細を知りたいという
方は農業委員会事務局までお問い合わせ
ください。

　この標準額表は、本市の農林業における一般的な作業について、その標準的な金額を定めたものです。受委託にあ
たり、当事者間で委託料を協議するための目安としてご利用ください。

令和2年農作業労働賃金標準額が決定しました

【請負労働作業】 （整理田10aあたり・単位　円）

【備考】

作 業 名 標準額（円） 単位 摘 要

育 苗

耕 起
ロータリー耕

プラウ耕

670

畔 ぬ り 50

ブ ロ ー ド
キャスター
による施肥

500

代 か き 6,700

田 植 6,500

薬剤費別防 除 900

ひも込みバインダー 7,500

ハーベスター脱 穀 7,500

ワラ結束の場合2,000円増しコンバイン 28,000

17,000

8,000

3,000

も み 摺

同 時

300

400

色彩選別機

100

ロータリー耕

専用持ち込みの場合

もみ摺・色彩選別機同時の場合

耕 起

刈り取り

乾 燥

運 搬

5,600

薬剤散布

畑作業

果樹園
作 業 2,500

5,800

7,000

個人育苗硬化まで

側条施肥の場合、500円増し。
薬剤等の場合、500円増し。

あ ぜ 草 刈 3,000 自走式草刈機使用の場合

倒伏の場合は、話し合い
による

運搬を除く

く ず 米

300

1箱

1m

1肥料1回
/10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

10 a

30kg

30kg

30kg

10 a

10 a

10 a

10 a

1時間

30kg

計量と持ち帰りが条件。
放棄する場合は該当しない。

スピードスプレーヤ薬剤費別

水

田

作

業

コ
ン
バ
イ
ン
の
内
訳

１．　特に、次のような場合には、当事者間で十分協議

　のうえ調整してください。

　 （1）労働能力（性別・年齢・経験など）、山間部と平

　　坦部、乾田・湿田など農作業に地域差等がある

　　場合

　（２）整理田を基準としていますので、未整理田、土壌

　　条件、農道の状況などの差異がある場合

 　（３）この表に記載のない作業を受委託する場合

２．　１時間あたりの福島県最低賃金(令和元年10月

　１日改定)は、798円です。

３． 賄い費（食事代）は、含みません。

　

☎
農地調査係

0246（22）7574

■
売
り
た
い

【雇用労働作業】
作 業 名 摘 要

手 作 業

整 枝 剪 定

果 樹 一 般 作 業

機 械 作 業 草刈りなど

下刈りなど

下刈りなど

7,000

6,500

10,000

7,000

9,000

12,000

手 作 業

10,000

水
田
作
業

作

　業

果
樹
園

作

　業

山

　林

（機械持参）

機 械 作 業

（機械持参）

畑 作 業

標準額（円）

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

1

2

3

4

田

田

田

田

54.79

48.21

20.84

46.79

小川町西小川字相川　（2筆）

小川町西小川字田頭　（2筆）

小川町西小川字上蕪田（2筆）

田人町旅人字上平石　（6筆）

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

5

6

7

畑

畑

田

9.41

11.71

98.05

田人町旅人字上平石　（1筆）

田人町黒田字大久保　（1筆）

小名浜南富岡字真石　（9筆）

お問合わせ

※別途消費税が加算されます。 ※単位：８時間（1人1日）



　
目
の
前
の
光
景
が
現
実
と

受
け
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
昨
年
、
台
風
19
号
の
水
害

当
時
、
消
防
団
警
戒
活
動
で

深
夜
待
機
し
て
い
た
時
の
出

来
事
。
午
前
0
時
頃
に
は
豪

雨
は
止
み
、
安
心
し
て
い
た

所
、
い
つ
の
間
に
か
水
位
が

上
が
り
詰
所
が
床
上
浸
水
。

公
民
館
に
避
難
し
た
が
、
1

時
間
後
に
は
床
上
浸
水
。
折

り
た
た
み
机
の
上
に
座
布
団

を
引
い
て
待
機
し
て
い
ま
し

た
。

　
3
時
頃
か
ら
徐
々
に
水
位

が
下
っ
て
き
た
も
の
の
、
周

辺
の
状
況
は
変
わ
り
果
て
、

ポ
リ
容
器
や
タ
イ
ヤ
等
の
生

活
用
品
が
次
々
と
目
の
前
を

流
れ
て
い
く
光
景
を
見
て

『
終
わ
っ
た
』
と
思
い
ま
し

た
。

　
あ
ま
り
に
も
水
害

に
対
し
て
無
防
備
す

ぎ
ま
し
た
。

　
ま
だ
、
復
旧
途
中

で
先
が
見
え
な
い
状

況
で
す
が
、
被
災
し

た
農
家
が
今
春
も
作

付
け
出
来
る
事
を
願

い
た
い
で
す
。

編 集 委 員

　2月2日（日）、小川町にあ

る福岡集落（代表：草野庄

一）において、将来にわたっ

て集落の農地を守っていくた

めの、人・農地プランに関す

る集落話合いを行いました。

　福岡集落では、これまでも

中山間地域等直接支払制度を

活用し、農地を守るための活

動を続けてきましたが、今後、

さらなる活性化のため集落を

あげて検討を進めていくこと

になります。

　当日は、人・農地プランや

農地バンクについての説明を

受け、プランの原案について

それぞれの意見を出し合い、

非常に活発な話し合いとなり

ました。

（
執
筆
　
鈴
木
義
直

　
委
員
）

い
わ
ゆ
る
﹁
い
わ
き
勿
来
山
田
﹂
の
こ
と

い
わ
ゆ
る
﹁
い
わ
き
勿
来
山
田
﹂
の
こ
と

山 田 地 域
気象観測所 お

お
や

いわき市農業委員会だより 第185号（6）2020年（令和２年）４月1日

トピックストピックス 《南部地
区》

　〔小
名浜・勿

来・

　常磐・
遠野・田

人地区〕

編
集
後
記

編
集
後
記

蛭田元起委員長 蛭田秀史副委員長

遠藤重和 草野久仁昭鈴木義直

・
・

箱﨑寿正 和田正人・
・

（
撮
影
・
執
筆
　蛭
田
　元
起

編
集
委
員
長
）

　
テ
レ
ビ
で
い
わ
き

の
ア
メ
ダ
ス
デ
ー
タ

を
見
よ
う
と
す
る
と
、

観
測
地
点
と
し
て
「
い

わ
き
小
名
浜
」
と
「
い

わ
き
勿
来
山
田
」
が
出

て
き
ま
す
。
「
い
わ
き
小
名
浜
」
は
広

く
認
知
さ
れ
て
い
る
観
測
地
点
で
す

が
、
「
い
わ
き
勿
来
山
田
」
は
、
認
知

度
が
低
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
少
し

説
明
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
い
わ
き
勿
来
山
田
」（
正
式
名
称
は

山
田
地
域
気
象
観
測
所
。
通
称
山
田

ア
メ
ダ
ス
観
測
所
）
は
山
田
町
大
谷

集
落
内
に
あ
る
大
谷
集
落
農
事
集
会

所
の
庭
の
一
隅
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
福
島
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、

以
前
は
遠
野
町
で
観
測

し
て
い
ま
し
た
が
、
よ

り
よ
い
観
測
環
境
を
求

め
て
現
在
地
に
移
設
し
、

平
成
21
年
3
月
17
日
か

ら
観
測
を
開
始
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

　
山
田
町
大
谷
は
、

J
R
植
田
駅
か
ら
は
西

方
に
約
8
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
山
田
町
の
西
南
に

位
置
し
ま
す
。
鮫
川
流

域
の
平
坦
地
が
終
わ
っ
て
三
方
に
山

が
迫
る
辺
り
で
す
。
町
境
の
鮫
川
を

渡
れ
ば
即
山
間
部
と
な
り
ま
す
。
盆

地
的
な
と
こ
ろ
が
地
理
的
特
徴
と
い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
8
月
9
日
、
「
い
わ
き
勿

来
山
田
」
の
気
温
が
全
国
3
番
目
の

高
温
（
36
.
3
度
）
と
い
う
こ
と
で

N

H

K

の

全

国

版

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
と

思
い
ま
す
。
気
温
の
み

な
ら
ず
、
降
水
量
、
風
、

日
照
に
つ
い
て
も
独
自

の
デ
ー
タ
を
示
し
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
に
認
知

を
、
中
山
間
地
の
方
々

に
は
加
え
て
デ
ー
タ
活

用
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
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